
 

 

 
 
 
 
 
 

令和７年度川崎市自動車運送事業会計決算概況 
 

 
（総括事項・経営成績） 
川崎市自動車運送事業における令和７年度の収益的収支は、乗車料収入が前年度を上回

ったこと等により黒字を確保したものの、人件費等の増加により、前年度に比べ純利益は

減少しました。 

今後についても、人件費や燃料価格をはじめとした物価の上昇等により、依然として厳

しい事業環境となることが想定されます。さらに、脱炭素化に向けた取組や営業所の建替

え整備のほか、新型コロナウイルス感染症の影響による減収への対応として発行した特別

減収対策企業債の償還など、多くの資金が必要となるため、非常に厳しい経営状況が見込

まれます。 

こうした状況においても将来にわたって事業運営を行っていくため、令和８年３月に策

定した「川崎市バス事業 経営計画」に基づき、安定した経営基盤の構築に取り組みます。 
 

区分 収入 支出 収支差引 

収益的収支 

（税込） 
103 億 4,242 万 6,011 円 101 億 578 万 6,930 円 2 億 3,663 万 9,081 円 

 

収益的収支は、収入 103 億 4,242 万 6,011 円に対して、支出は 101 億 578 万 6,930 円で

収支差引は 2 億 3,663 万 9,081 円の黒字となり、消費税等を除いた収支差引では、1 億

3,506万 4,718円の純利益となりました。この結果、令和７年度未処理欠損金は29億 8,513

万 6,664 円となりました。財源収支については、5億 9,483 万 8,222 円の資金余剰となり

ました。 

 
 

（運輸成績） 
 

乗車料収入（乗合・貸切） 乗車人員（乗合・貸切） 

80 億 7,984 万 5,879 円（税抜） 4,830 万 6,310 人 
 
事業の根幹である乗車料収入は、乗合乗車料収入と貸切乗車料収入を合わせ 80億 7,984

万 5,879 円で、前年度と比較して 2億 1,388 万 3,854 円の増、乗車人員は 4,830 万 6,310

人で、前年度と比較して 137 万 7,484 人の増となりました。 
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（安全、安心な輸送サービスの確保） 
市バスの安全管理体制を構築・改善する「運輸安全マネジメント」を推進し、輸送の安全性

向上に取り組みました。 

事故防止に向け、体験型の運転手実技研修や事故回避情報の共有等を実施するとともに、全

ての運転手に対して３年に一度実施している視覚機能、判断力、注意力などを測定する一般適

性診断について、さらなる安全確保を図るため、６０歳以上の運転手については毎年の受診と

しました。 

安全啓発の取組として、小学生に向けた交通安全・バリアフリー教室を実施するとともに、

交通安全意識の啓発用パンフレットを作成し、市内小学校の新１年生に配布しました。 

また、公益社団法人日本バス協会が実施する「貸切バス事業者安全性評価認定制度」におい

て、安全性に対する取組状況が評価され、二ツ星の認定を受けました。 

 
（快適で利用しやすいサービスの提供） 

分かりやすい案内サービスの提供として、主要駅のりば案内や市バスの路線図を掲載した

「かわさき市バスマップ」を作成し、市バス営業所や各区役所等で配布するとともに、運行情

報提供サービス「市バスナビ」により、バスの運行状況をリアルタイムで提供しました。 

また、バス車両のバリアフリー化を進めたほか、車椅子やベビーカーを御利用のお客様に、

より安心して御乗車いただき、併せて多くのお客様にも御乗車いただけるよう、通常のバスと

同じ座席数を確保しながら、フリースペースを設けたロングタイプの大型バス１０両を導入

しました。 

 

（社会的要請に対応した事業の推進） 
脱炭素化に向けた取組として、塩浜営業所管内において、令和６年度に試験導入した電気バ

ス３両を使用して運行面等の検証を実施し、市バス路線の運行において導入による支障がな

いことを確認できたことから、令和８年度以降、電気バスを計画的に導入することを決定しま

した。 

また、営業所の施設照明等に係る電気について、市内の地域エネルギー会社である川崎未来

エナジー株式会社が供給する川崎産の再生可能エネルギー電力を導入しました。 

 
（経営基盤の強化） 

市バス輸送サービスを持続的に提供し、市民やお客様の大切な交通手段を確保するため、令

和８年度から１２年間を計画期間とする「川崎市バス事業 経営計画」を策定しました。 

また、市バスの運行を支える運転手や整備員の確保に向け、合同就職説明会への参加やイン

ターネット求人サイトへの広告掲載等、より多くの方から応募していただけるよう効果的な

広報を推進したほか、市バスのホームページ内に職員採用に特化したページを開設しました。 

昭和４９年に建築した塩浜営業所については、今後も市バス輸送サービスを安定的・継続的

に提供していくため、現在地における建替えに向けて基礎調査等を実施しました。 

このほか、運転中の健康起因事故を防止し、疾病の早期発見、治療につなげるため、運転手

を対象とした心臓疾患・大血管疾患対策検査、脳健診及び眼科健診を実施しました。 
  

【問合せ先】川崎市交通局企画管理部経理課 塚田 
電話 044―200―3203（内線 47301） 



（収益的収支） （単位：円、％）

収　　　入 支　　　出 差　　　引
（税込） （税込） （税込）

予算現額 10,144,129,000 10,593,631,000 △ 449,502,000

決 算 額 10,342,426,011 10,105,786,930 236,639,081

執 行 率 102.0 95.4 -                      

（資本的収支） （単位：円、％）

予算現額 3,678,720,000 4,410,952,000 △ 732,232,000

決 算 額 3,593,333,200 4,305,570,688 △ 712,237,488

執 行 率 97.7 97.6 -                      

令和７年度川崎市自動車運送事業会計決算総括表

税 抜 処 理 後
純 損 益

前 年 度
繰 越 損 益

当 年 度
未 処 理 損 益

- -                                   -                             

-                                   -                                   -                             

135,064,718 △ 3,120,201,382 △ 2,985,136,664

収　　　入
（税込）

支　　　出
（税込）

差　　　引
（税込）

補てん財源等

再差引繰 越 工 事
資 金

損益勘定
留保資金

前年度財源
充  当  額

その他

-               275,725,000       

-               545,513,636       -                      166,723,852       0

-                      456,507,000       0

-               -                      -                      -                      -                  



　令和７年度決算　 　令和６年度決算　 　　増△減額　　　  増△減率　　 　　　　　　備　　　　　　　　　考　　　　　　

1 収益的収入 103億4200万円 101億700万円 2億3,500万円 2.3%

乗車料収入 87億5,300万円 85億2,000万円 2億3,300万円 2.7% 乗車人員の増加による増

他会計補助金
負担金

11億3,600万円 11億400万円 3,200万円 2.9% 一般会計補助金の増

2 収益的支出 101億500万円 98億3,300万円 2億7,200万円 2.8%

人件費 47億3,900万円 45億7,900万円 1億6,000万円 3.5% 給料等の増

経費 42億8,900万円 40億3,300万円 2億5,600万円 6.3% 営業所管理委託費等の増

減価償却費 7億400万円 7億8,900万円 △8,500万円 △10.8% 有形固定資産減価償却費等の減

1億3,500万円 2億1,600万円 △8,100万円 　　　　-

（純利益） （純利益）

4 資本的収入 35億9,300万円 6億2,900万円 29億6,400万円 471.2%
主
な
収
入

企業債 27億3,400万円 4億3,600万円 22億9,800万円 527.1% 借換企業債等の増

5 資本的支出 43億500万円 13億2,200万円 29億8,300万円 225.6%

建設改良費 11億1,000万円 6億100万円 5億900万円 84.7% 乗合自動車購入費等の増

企業債償還金 25億4,500万円 3億3,200万円 22億1,300万円 666.6% 企業債償還元金の増

－ -

（資金不足となっていない） （資金不足となっていない）

※金額については、百万円未満を切り捨てにより端数処理

6 資金不足比率 財政健全化法における経営健全化基準　２０％

令和７年度　自動車運送事業会計決算（見込）のポイント　

主
な
収
入

主
な
支
出

3 純損益（税抜）

主
な
支
出


